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・平成21年2月18日付けで原子力安全委員会より「既設原子力施設の
耐震安全性確認における弾性設計用地震動評価の位置付け等につい
て」が決定。

・これに伴い、原子力安全・保安院より「耐震設計審査指針の改訂に
伴う既設原子力施設の耐震安全性評価における弾性設計用地震動Sd
による確認等について」発出。

・伊方発電所の耐震安全性評価において、弾性設計用地震動Sdによる
確認も行うこととなった。

・本指示を受け、主要な建物に対する評価として、伊方発電所１，２，
３号機の原子炉建屋の弾性設計用地震動Sdによる確認結果を取りま
とめ、平成21年3月16日、保安院に提出。

【本報告書のポイント】
伊方発電所１，２，３号機の原子炉建屋について、弾性
設計用地震動Sdによる地震応答解析を実施し、弾性設計
用地震動Sdによる地震力に対して概ね弾性範囲に留まる
ことを確認。
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弾性設計用地震動Sdの設定

・原子炉建屋の弾性限界と機能維持限界の間には一般的に概ね２倍
以上の裕度あり。

・弾性設計用地震動Sdは、基準地震動Ssによる安全機能保持をより
確実なものとする観点から、弾性設計用地震動Sdと基準地震動Ss
の比率（Sd／Ss）を0.5とするが、旧耐震指針における設置変更
許可（３号機増設）時の基準地震動S1（最大加速度:221ｶﾞﾙ）を
下回らないよう配慮することとし、Sdは応答スペクトルに基づく
手法による基準地震動Ss-1（最大加速度:570ｶﾞﾙ）に0.6を乗じた
地震動（最大加速度:342ｶﾞﾙ）で代表。

・Sdの年超過確率は、10-４／年程度。

【参考】耐震設計審査指針（解説）より抜粋
・施設が全体的に弾性設計用地震動Sdに対して概ね弾性限界状態に留まることを把握するこ

とにより、基準地震動Ssによる施設の安全機能保持を確実なものとする。
・弾性設計用地震動Sdは、安全機能限界と弾性限界に対する入力荷重の比率を考慮して、工

学的判断から求められる係数を基準地震動Ssに乗じて設定する。
・弾性設計用地震動Sdと基準地震動Ssの応答スペクトルの比率（Sd/Ss）の値は、0.5を下回

らないこと。
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弾性設計用地震動Sdの設定
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弾性設計用地震動Sdによる確認結果

原子炉建屋モデル図 耐震壁のせん断ひずみ（外周コンクリート壁）
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【Ｘ方向の応答結果】

【Ｙ方向の応答結果】

原子炉建屋の耐震壁のせん断ひずみは、
弾性範囲のせん断ひずみ（図中、第一
折れ点付近）より小さく、弾性範囲に
収まっている。
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弾性設計用地震動Sdによる確認結果
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【Ｘ方向の応答結果】

【Ｙ方向の応答結果】

原子炉建屋の耐震壁のせん断ひずみは、
弾性範囲のせん断ひずみ（図中、第一
折れ点付近）より小さく、弾性範囲に
収まっている。
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弾性設計用地震動Sdによる確認結果
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【EW方向の応答結果】

【NS方向の応答結果】

耐震壁のせん断ひずみ（外周コンクリート壁）

原子炉建屋の耐震壁のせん断ひずみは、
弾性範囲のせん断ひずみ（図中、第一
折れ点付近）より小さいか同程度であ
り、概ね弾性範囲に収まっている。


